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里山歳時記さと や ま さ い じ き

ー巨木トレッキングーー畦塗りと田植えー ー花巻き寿司づくりー
　お寺近くの巨木を巡り、初夏の
里山をトレッキングしました。先
生は植物を愛してやまない方で、
目的の巨木に到達するまでの道路
脇に生えている植物までも一つ一
つ丁寧に解説されるほど。（歩い
て五分の道のりのはずが、三〇分
に！）雄大に佇む巨木から里山に
自生する珍しい草花、地名の由来
など里山のまた違った一面をたく
さんご紹介出来ました。

　今年も美味しいお米を作るぞ！という
ことでまずは種もみを蒔いて実際に植え
る稲苗づくりから。田んぼでは水をはる
ための畦塗り（くろぬり）作業を行いま
した。鍬で泥をすくっては畦に塗りつけ
ます。初夏の陽気で大人は汗だく。子ど
もたちは田んぼを走り回って泥まみれ。
それでもすぐに慣れ、一生懸命苗をち
ぎっては植え、植えては泥まみれの手を
お父さんの服にこすりつけていました。

　房総の郷土料理である花巻き寿
司。お寺の檀家さんに教えていた
だきました。完成形を想定しなが
ら具材を巻き込んでいくというイ
マジネーションを要求される作
業。慣れない手つきで頑張るお父
さんの姿がなんとも素敵です。綺
麗な絵柄が出きているかはお寿司
を切ってみてからのお楽しみです
が皆さん上手に巻けていました。

・7月1日        （土）　　 イトトンボの観察会　       　 ・10月21日    （土）　    ｻﾂﾏｲﾓ堀り＆ｷﾉｺの観察会 
・8月2日～3日（水～木） 里山の昆虫探し（宿泊）        ・10月  1日    （日）　    トンボの観察会  
・9月9日        （土）       稲刈り            　　　　　　  ・11月12日    （日）　    干し柿作り                                            
・9月10日      （日）　    稲刈り　　　　                   ・12月17日    （日）       餅付きとしめ縄お飾りづくり                                             
・9月30日      （土）　    栗拾いと里山トレッキング 　 　※各イベントの詳細は別紙チラシをご覧ください。 

　春の訪れと共に今年も里山に見事な桜が咲きました。さくらの『さ』とは神様のことを指し、神様の
宿る『くら』という意味で『さくら』と呼ぶようになったとか。お百姓さんたちは桜の開花時期に合わせ
て種もみの準備をしたり、桜の咲き方を見てその年の収穫を占っていたそうです。また、五月は田植
えをする月であり、稲作民族である日本人は古代からこの月をとても大事にしてきました。真光寺の
田んぼでも新緑が美しいこの時期に田植えが行われます。

イベントだより
今年も里に「さ」の神様がやってきました。 田植え後の谷津田に涼風が吹き抜けます。
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里山開墾日記
さと や ま か い こん にっ き

　蛇がかまくびを持ち上
げたようなその姿と、強
力な毒をもつことから蝮
草（マムシグサ）と呼ばれ
る。全草に毒があり、生で
食べた場合は激烈な痛
みとともに口の中がただ
れ、酷い場合には壊死す
ることも。今年、樹木を伐
採して明るくなった真光
寺境内の林床に数多く見
られる。似たものにウラ
シマソウがある。

　お米作りや自然観察イベントを行う上総自然学校のフィールド。その奥地には耕作放棄され、荒れ
てしまった田んぼや森がまだまだ広がっています。そのような場所は暗く鬱蒼としてジメジメとして
おり生き物も多様ではありません。里山とはほど遠い状況になっています。
　自然学校では木を切り、草を刈り、水路を作るなど森の整備をすることで、生物多様性のある場所
へと開墾する作業も行っています。昨年の冬から開墾を行った谷にも様々な生き物の姿を目にする
ようになりました。水場に集まる昆虫や動物、それらを獲物とする猛禽類など。伐採し明るくなり水生
生物が繁殖した水場には、フクロウのつがいが食事をしに来ています。人が山を綺麗にすることで
様々な生き物にとっても住みやすい環境に変化しているようです。
　先日は東京農業大学の学生さんが研究も兼ねて整備のお手伝いをしに手弁当で来てくれました。
自然学校では定期的に開墾作業や整備作業を行っていますので『自分も里山の整備をしてみたい！』
というかたのご参加もお待ちしております。整備や開墾の様子も寺報やブログなどで定期的にお知
らせしていきたいと思います。

マムシグサ（里芋のなかま）フクロウ

　留鳥なので自然学校の里山に棲んでいると思われる。田
んぼや溜池など餌となる生物が豊富な場所に姿を見せて
いる。時にはつがいで来ることも。夜行性なので普段は滅
多に姿を見せることはないが、野鳥観察会などで運が良け
れば遭遇することも。里山の守り神的な存在。

里の守り神

④ 開墾した水場につがいでやってきたフクロ
ウ。中々見ることの出来ない貴重な場面。
⑤ 狩りをするノスリ。北へ渡っていく時期なの
でまたしばらく見られなくなる。

① 開墾前の森（耕作放棄地）
の様子。草や木が生い茂り、鬱
蒼としている。
② 開墾直後の谷津田。明るく
なり新たな芽吹きを促す。
③ 新緑が眩しい開梱後の谷
津田。整備作業の手伝いに来
てくれた学生さんも気持ちの
良さにびっくり。
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《どなたでも参加できます》 《どなたでも参加できます》

《どなたでも参加できます》



《縁の会会員》

真光寺と駅、バスターミナル間の送迎もありますのでご希望の方は裏表紙をご参照ください。

《どなたでも参加できます》

《檀信徒》

《檀信徒》

《どなたでも参加できます》
《どなたでも参加できます》

《縁の会会員   特に未授戒の方》
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